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福生市武蔵野台1-15-1 電話 042-552-3624 

今年も賑やかに楽しく、地域のミニ文化祭「第39回だれでもなんでも展」を開催します。

多くの皆さんのご来場をお待ちしています。展示、演示、模擬店などお楽しみください。 

篆
刻
、
押
し
花
絵
、
陶
芸
、
一
閑
張
、
生
け
花
、

水
彩
画
、
鉛
筆
画
、
パ
ス
テ
ル
画
、
塗
り
絵
、
和

紙
絵
画
、
写
真
、
押
絵
、
編
み
物
、
手
作
り
雑

貨
、
着
物
リ
メ
イ
ク
品
、
切
り
絵
、
盆
栽
、
竹
細

工
、
竹
工
・
木
製
作
品
、
バ
ッ
ク
・
小
物
、
俳

句
、
絵
手
紙
、
書
、
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
七
宝
焼
、

つ
る
し
飾
り
、
夏
休
み
子
ど
も
教
室
参
加
者
作
品

等  展
示 

▽
13
日
（
土
）
大
正
琴
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
手
話
ダ

ン
ス
、
ウ
ク
レ
レ
、
ア
メ
リ
カ
ン
ポ
ッ
プ
ス
、
カ

ン
ト
リ
ー
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
、
童
謡
、
舞
踊 

▽

14

日
（
日
）
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
オ
カ
リ
ナ
、
リ

コ
ー
ダ
ー
、
ギ
タ
ー
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
、
か
っ

ぽ
れ
踊
り
、
童
謡
、
腹
話
術
、
マ
ジ
ッ
ク
、
コ
ー

ラ
ス  

演
示 

焼
き
そ
ば
、
か
け
そ
ば
、
赤
飯
、
い
な
り
ず
し
、

ち
ら
し
ず
し
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
（
13
日
（
土
）
の
み
）
、
ク
ッ
キ
ー
や
手
作
り

製
品
（
14
日
（
日
）
の
み
）
※
当
日
に
食
券
購
入

が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。   

模
擬
店 

コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
ケ
ー
キ
、
白

玉
ぜ
ん
ざ
い 

喫
茶
室 

▽
14
日
（
日
）
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
作
り
（
前
庭
） 

子
ど
も
遊
び
教
室 

▽
13
日
（
土
）
〈
午
前
10
時
～
正
午
〉
切
り
絵

作
り
（
和
室
）
、
俳
句
を
詠
も
う
（
ロ
ビ
ー
）

〈
午
後
１
時
30
分
～
〉
バ
ル
ー
ン
（
ロ
ビ
ー
） 

▽
14
日
（
日
）
〈
午
前
10
時
～
正
午
〉
ハ
ー
ト

ボ
ッ
ク
ス
作
り
（
和
室
） 

〈
午
後
１
時
～
２
時
〉
草
笛
教
室
を
吹
い
て
み

よ
う
（
前
庭
） 

体
験
コ
ー
ナ
ー 

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
健
康

相
談 

14
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時 

健
康
相
談 

13
日
（
土
）
午
前
11
時
30
～
午
後
０
時
30
分 

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
「
か
わ
い
そ
う
な
ぞ

う
」
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
「
行
き
先

も
、
分
か
ら
ず
に
～
20
歳
の
初
年
兵
、
シ
ベ
リ

ア
抑
留
の
記
憶
～
」 

平
和
な
と
き 

【主 
 

催
】「だ
れ
で
も
な
ん
で
も
展
」実
行
委
員
会 

【問
合
せ
】公
民
館
松
林
分
館 

 
 
 

 
 
 

（電
話
０
４
２-

５
５
２-

３
６
２
４
） 

（
前
庭
） 

（
保
育
室
） 

（
松
林
分
館
主
催
事
業
） 



講
座
参
加
者
の
声 

な
１
回
目
の
講
座
で
し
た
。
２
回
目
も

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
の
「
遊

び
」
の
時
間
も
あ
り
ま
し
た
が
、
緊
急

時
に
必
要
な
単
語
や
表
現
も
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
「
学
び
」
そ
の
も
の

の
時
間
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
全
員
が
笑

顔
で
帰
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
こ

の
講
座
は
ぜ
ひ
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
し
た
。 

 

良
き
仲
間
二
人
で
マ
ジ
ッ
ク
に
挑
戦 

上
野 
莞
爾

か

ん

じ

・
古
谷 

秀
男 

 

２
月
と
７
月
に
３
回
ず
つ
計
６
回
、
オ

ノ
ッ
ク
先
生
の
「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
講
座 

好
き
を
見
つ
け
て
地
域
に
出
よ
う
！
～
マ

ジ
ッ
ク
編
～
」
を
受
講
し
、
「
老
人
ホ
ー

ム
」
と
「
松
林
夏
休
み
子
ど
も
教
室
」
で

地
域
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。 

 

二
人
は
カ
ラ
オ
ケ
好
き
の
仲
間
で
す

が
、
日
頃
か
ら
「
奉
仕
活
動
を
通
じ
て
地

域
に
恩
返
し
し
た
い
」
と
考
え
て
い
た
と

き
、
「
広
報
ふ
っ
さ
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
「
松
林
分
館
主
催
・
地
域
デ
ビ
ュ
ー
講

座
～
マ
ジ
ッ
ク
編
～
」
を
見
て
申
込
み
し

ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
と
違
い
、
「
演
じ
る

こ
と
の
難
し
さ
、
出
し
物
の
多
さ
」
に
戸

惑
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
練
習
し

て
技
を
磨
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
講
座
参
加
後
、
松
林
サ
ー
ク
ル

「
福
生
ア
マ
チ
ュ
ア 

マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
」 

に
所
属
し
て
い
ま
す
。 

おもてなし語学講座の様子 

 

多
文
化
共
生
講
座
「
お
も
て
な
し
語
学 

 

講
座
」
に
参
加
し
て 

恒
吉 

英
一 

 

英
語
に
は
全
く
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
勇
気
を
出
し

て
参
加
し
て
み
ま
し
た
。
結
論
か
ら
い
く

と
120

％
楽
し
く
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
「
遊
び
の
中
に
学
び
あ
り
、
学
び
の

中
に
遊
び
あ
れ
」
と
常
々
思
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
こ
の
講
座
は
ま
さ
に
そ
う
で
し

た
。
楽
し
く
進
行
し
て
い
く
の
で
す
が
、

確
実
に
「
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
！
」
「
そ
う

か
、
そ
う
言
え
ば
い
い
ん
だ
！
」
…
…
の

連
続
で
し
た
。 

 

講
師
は
、
東
京
都
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
英
語
講
師
の
藤
井
真
由
美
氏
。
は
つ

ら
つ
と
し
て
い
て
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
方
で
、

最
初
か
ら
最
後
ま
で
飽
き
る
こ
と
な
く

あ
っ
と
い
う
間
で
、
本
当
に
豊
か
な
時
間

を
過
ご
せ
ま
し
た
。
「
も
し
、
外
国
籍
の

人
に
福
生
の
名
所
、
名
物
を
聞
か
れ
た

ら
？
」
に
は
じ
ま
り
、
福
生
ド
ッ
グ
の
試

食
あ
り
、
チ
ー
ム
の
話
し
合
い
や
、
発
表

あ
り
で
、
目
も
耳
も
頭
も
フ
ル
稼
働
で
し

た
。
で
も
楽
し
い
か
ら
疲
れ
な
い
。
そ
ん 

  

私
達
の
サ
ー
ク
ル
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

童
謡
を
う
た
う
会
な
な
つ
の
子 

薄
葉
康
男  

 

昨
年
７
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
老
人
ホ
ー 

ム
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
８
月
29
日 

で
５
回
目
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
い
ら
し
た
方
々 

と
楽
し
く
唄
い
ま
し
た
。 

 
特
に
懐
か
し
い
童
謡
や
唱
歌
に
な
る
と
口 

を
動
か
す
方
々
が
増
え
、
歌
声
が
聞
こ
え
て 

く
る
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
て
良
か 

っ
た
と
私
達
は
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も 

続
け
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

サ
ー
ク
ル
寄
稿 

① 



 

 

日本の歴史はとかく男性に注目されがちです

が、女性たちの活躍なくしては語れません。そ

の女性たちも時代によって、悪女と言われたり

善人と言われたり、全く逆の捉え方をされる人

もいます。 

「この人は、本当はどんな人だったんだろ

う？」と慌しく時間の過ぎる日々の中で、ひと

ときその時代に生きた女性たちの姿に思いをは

せてみませんか？ 

講座の中では、天璋院篤姫と西郷隆盛、清少

納言と和泉式部などを取り上げます。 

【日 時】10月４日・18日、11月１日 

     木曜日 午前10時～正午 （全３回） 

【場 所】公民館松林分館１階小集会室 

【対 象】市内在住・在勤の方 

【定 員】20人 

【持ち物】筆記用具 

【費 用】なし 

【講 師】藤井悦子氏 

      

【申込み】受付中 

 

 

 とび出すカード（ポップアップカード）作り

をしてみませんか。手づくりカードは素朴で温

かみがあり、「作る楽しさ、贈る喜び」が実感

できます。 

 でき上がった作品は、「人生うたい語りのつ

どい」(12月７日(金)午後１時30分～)の会場に

展示します。 

【日 時】10月17日・24日・31日、 

     11月14日・21日・28日 

     水曜日 午前10時～正午（全６回） 

【場 所】公民館松林分館１階小集会室 

【対 象】市内在住、在勤の60歳以上の方 

【定 員】先着15名 

【持ち物】定規（18㎝以上）、鉛筆、 

     消しゴム、はさみ、スティックのり 

【費 用】2,000円（全６回分材料費） 

【講 師】桑原妙子氏 

      

【申込み】受付中 

パーティカード 

 

 

子どもと一緒の時間も大切だけれど、時にはママ自身の心と身体に向き合う時間を持つことがで

きたら、より一層子育てが充実するかもしれません。 

 この講座では、そんなママたちの疲れをリフレッシュする方法を学びます。今後の健やかな生

活スタイルの基礎を学ぶとともに、すっきり元気なママになりましょう。 

【日 程】10月23日～11月27日の毎週火曜日（全６回） 

【時 間】午前10時～正午（初回のみ託児希望者は９時45分、それ以外の方は10時30分集合） 

【場 所】公民館松林分館２階和室ほか 

【対 象】市内在住・在勤の方（保育希望は市内在住の方のみ） 

【定 員】先着20人※託児保育希望の15人を優先 

【持ち物】バスタオル 

【費 用】150円（材料費） 

【講 師】今村理恵子氏（森田助産院・助産師）ほか 

【申込み】受付中 

▼託児保育についての詳細はお問合せください。  



公民館主催事業案内・募集については、「広報ふっさ」、「公民館ふっさ」ホームページ等でもお知らせします。 

福生市公民館のホームページ（福生市ホームページ内公民館のページ） 

市ホームページhttp://www.city.fussa.tokyo.jp/「教育」→「公民館」 

発
行
・
編
集 

公
民
館
松
林
分
館 

所
在
地 

武
蔵
野
台
一
丁
目

番
地
１ 

電
話 

０
４
２
・
５
５
２
・
３
６
２
４ 

        

 

 

 福生第二中学校の 活動

からスタートいたしました。 

 その後松林会館を利用させ

ていただき今日に至っていま

す。 

 合唱を通して喜びや深い感

動を共有しています。 

 

 

 懐かしいカントリーの音楽

に合わせて、右に左に足を動

かします。 

 皆の動きを見ているうち

に、気分も軽く、自然と身体

が動いています。 

 やさしいステップです。 

 見学にお越しください。 

 

 

 皆さんが一度は聞いたこと

のあるアメリカンポップス

を、先生の指導で楽しんでい

ます。 

 平均年齢80歳を超える男

性４人も、多くの女性メン

バーに負けじと声を出してい

ます。見学大歓迎です。 

 
 

 

書
作
展
を
終
え
て  

 
 
 
 
 
 
 

 

松
林
書
友
会 

 

私
た
ち
松
林
書
友
会
は
、
先
生
と
50
～
80
代
の
幅
広

い
年
齢
層
で
会
員
は
27
名
。
毎
回
、
楽
し
く
サ
ー
ク
ル

活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

 

「
先
生
の
卒
寿
お
祝
い
し
た
い
ね
！
」
「
大
き
な
字
書

い
て
み
た
い
ね
！
」
「
プ
チ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
会
し
た

い
ね
！
」
そ
の
３
つ
の
思
い
か
ら
、
昨
年
暮
れ
よ
り
書
作

展
に
向
け
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

書
作
展
は
８
月
28
日(

火)

か 

ら
30
日(

木)

の
３
日
間
開
催
さ 

れ
、
410

名
の
来
場
者
に
感
激
し 

ま
し
た
。 

 
会
場
に
お
越
し
頂
い
た
方
々
、 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
作
品
、 

会
場
準
備
等
は
大
変
で
し
た
が
、 

こ
の
達
成
感
は
言
葉
で
表
現
す
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
開

催
し
て
良
か
っ
た
。
そ
れ
は
会
の
皆
が
、
同
じ
気
持
ち
で

い
ま
す
。 

 

渡
邉
先
生
は
、
８
月
に
90
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

書
作
展
を
通
し
て
先
生
の
卒
寿
の
祝
い
が
出
来
て
、
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
先
生
と
共

に
、
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
行
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。  

サ
ー
ク
ル
寄
稿 

② 
“ライトステップ” 

Mayuries POPS 

(まゆりーずぽっぷす) 
 


